
N 貝類以外の底生生物

1 調査方法

底生生物の採集はEkman-Blrge式採泥器れ 5cmX'5c叫によって、各地点でそれ

ぞれ t聞のサンプリングを行左った。採泥器は船上より湖底K下したのち、 7タアラング式潜

水陀よって採泥器が完全に閉じているのを確認した後船上舵引き上げた。

採集した採泥器内の内容物は、網目 t聞の簡の申陀あけて、簡の目から流れだす泥や砂をす

っかり流出させた後、簡上陀残った全ての生物を取り出し、 10 ~持フォルマリ y棋の入った管

ピ;.-'l'C収容して持ち帰った後、種類別に個体数台よび重量を測定した。

2. 結果及び考察

(1)種類

各地点陀長ける採集生物の種類・個体数・現存量を一括して附表 6~示した。また同時陀

採集された貝類もあわせて示し免。

本調査tc よって採集出来た貝類以外の底生生物の種類は次のと~...f')である，

昆虫類位。

ま車 妨害 目

Potamanthus kamonls キイロカワカグロ1}

Caenls oP. ヒメカグロワ属

婿 蛤 自

Trlgomphuo ogumal オグマサナエ

毛 麹 目

Psychomyia oP. タダトピクラ属

鞘 麹 目

EUbrian&x o P. ヒラタドロムV属

双 麹 目

TipuJ.a sp. ガガンポ属

Chironomidae ユスリカ科

甲般類

+ 脚 目

Leander jaucldens スジエピ

等 脚 目

Tachea Chlnenois エピノコパy
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端脚目

Gammaruo sp. 

環形動物{註2)

Tublfex sp. 

Hlrudlnea 

ヨコヱピ類

イト竜寺ズ類

ヒル類

品l上の様K採集された種類数は 12種類であれ昆虫類がもっとも多く 7種、次いで甲殻

類の 5種、環形動物の 2種であった。

(註 1) 昆虫類の査定Kは奈良女子文の川合頑二博士を煩わした。

(註2) イトミミズ卦よびヒル類は種属を明らかに出来在かったので一括して示した。

(2) 分布密度

1rrf当りの深度別、種類別分布密度を示すと第官 2表のと会りと在る。

第唱 2表底生生物種類別、深度Jjlj分布密度〈貝を除()

t 慨 2 例 5 惜 4 悦
ー

種 類
個体数 現存量 個体数i現存量 個体数 現存量個竺暫現存干

昆いlCP oatena mia e n七hspu. s k am o n18 
t 4 ーー
t t ーー

Trlgomphus ogumal 一ー t 70 ーー
虫 Psychomyia sp. 3J 5 2 t 

_!  ー t 

Eubriana玄 sp. ー ー 1 2 ー 一 ー

類 Tlpula sP. 2 I 1 36 ー
ーー

ー ー ー ー

Chironom1dae 77 60 75 66 ー83 291 256 
甲 Leander paucidens 2 73 2 官5 2 247 t 

殻 Tachea chlnensis 2 65 2 1 0唱 一 ー ー ー

類 Gammarus sp. 48 官28 官4 2唱 A 14 6 t 

環動 Hlrudlnea 25 116 36 89 6 1 8 6 

1，35 :-1 形物 TUbifex sP. 263 1，1 24 204 704 258 1，137 225 

計 官2 8pp‘ 422 1.705 339 1，074 453 1.707 495 2，1 06 ! 

5 悦 7 m. 

個体数 現存量 個体数 現存量

ー ー 『 ー

ー 一 ー ー

t 358 ー ー

ー ー ー ー

ー ー ー 自

ー ー ー ー

120 446 89 179 
t 89 ー 一

ー 一 ー ー

5 t 5 4 
唱。 25 8 30 (1 "民換算値、現存量の単

2官t 1，123 288 2，006 位は呼〉

346 2，0421 390 2.219 
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昆

虫

類

甲

殻

類

環動

形物

出現種類数が圧倒的K多い深度は 2怖で、全出現生物12種類申 11種類の生物が分布し

ている。

次いで 1怖の 8種類とをっているa最も少在いのは 7悦の4種類であった。

現存量がもっとも多いのは 7慌で 1rr/中2.2fであり、もっとも少左いのは 2慨の 1.世p

で7悦の半分であった。

種類別では、各深度を通じて個体数、現存量とももっとも多く分布しているのはイトミミ

ズ類であり、次いで多いのはユスリカの幼虫と在っている。言たヒル類、会よびヨコエピ類

も各深度を通して分布している。

(3)現存量

貝類以外の底生生物の深度別面積K対する現存量余よび地域別現存量をみてみると各々第

1 3・14表陀示す通りと左り、全現存量は総計298トンと在るo

もっとも現存量の高い深度は 5怖で 99トY と在り全体の現存量298トンの 33qhを占

めている。次いで多いのは 7怖の 73トン、 25qhである。もっとも低いのは苦情で 19ト

ンであり、全体σ)6 ~であった。

第 13表底生生物種類別、深度別現存量

種 類 1 慨 2 m 5 悦

potaman七hus kamonis ー 40 ー ー ー

Caenis sp. ー t 一 ー ー

TrigomphuB ogumai ー 2.866 ー 一 唱0.969

Psychomia sp. 1 1 t 一 26 ー ー

Eubrianax sp. ー 5 ー ー ー ー

TipuJ.a sp. 2，071 ー ー 一 ー ー

Chironomidae 980 9d8 1 2，079 t免915 21，199 4.501 

Leander paucidena 705 20 597 28 1，297 ー

Tachea chinenais 250 907 ー ー ー ー

Gammarua ap. 1，398 219 830 27 26 152 

Hirudinea 1，252 1，190 296 264 525 839 

Tubif'e玄 ap .. 12，700 13，537 23，61 5 2免352 65，3官t 67，018 

計 官9;367 19，732 37，41 7 4号612 99，327 72，510 

(単位はKg)
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北

第 14表底生生物地域別、深度別現存量

種 Jjtj 1 勿事 2 旬も 5 勿Z 4 勿$ 5 勿Z

見 虫 類 145 2，974 288 581 11，363 1，968 

甲 殻 類 7 59 470 27 1，323 121 

|環形動物 2，632 2，746 4，159 9，638 7，535 57，720 

計 2，784 5，779 4，917 10，246 20，221 59，809 

昆 虫 類 2，782 559 11，343 18，450 20，570 2，330 

甲 殻 類 1，962 1，020 ー ー ー 一

環形動物 史762 5，770 世1，737 17，944 56，792 7， 347 

計 唱4，506 7，349 23，080 36，394 77，362 免677

昆 虫 類 32 138 240 52 45 1 02 

甲 穀 類 109 30 956 ー 一 ー

環形動物 1，306 4，494 5，747 1，073 802 1，634 I 

計 1，447 4，662 6，944 1，125 847 1，736 

昆 虫 類 103 188 209 858 190 唱01

甲 殻 類 275 37 一 28 ー 31 
一
環形動物 252 1，71 7 2，268 961 707 1，156 

ぷg.

計 630 1，942 2，477 1，847 897 1，288 

音十 19，367 19，732 37，4官7 4免612 99，327 72，510 

(単位はK9)

種類別陀みると環形動物が大半の 72~ 、 216 トンを占めてもっとも多く、次いで見虫

類わ 26'/J、 76 トン、もっとも少左いのは甲穀類の 2~ 、 6 トンと在っているo

地区別Kみて、もっとも現存量が多いのは湖南部で、全体の半分以上の 56婦、 16 8ト

yl'(達している。深所ほど現存量が多く在る傾向を示して阿るが、 7悦で急激左誠少を示し

ているのは、湖南部民於いて 7悦の深度がある所が少在かったためである。

次いで湖東部の 35掃、 10 4トY と在り、湖南、湖東地域で全体の 90領以上を占めて

いる。また湖西部は 6'/J、 17トン、湖北部は 3'/J、 9トンと在っている。特K湖北部の現

存量が低いのは、湖底が岩石質や礁質のため採集不可能の地点が多かったのと、生物が分布

してい左い所もまた多かったためである。
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